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1.居住 。小山遺跡 (A地区)

2.頭 高 山 遺 跡

3.神 楽 町 遺 跡
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居 住・ 小 山遺 跡 A地 区現 地 説 明会 資料

神 戸市 西 区 玉 津 町 居 住 。小 山所 在

ンキと、こ露

神 戸市 教 育委 員会

昭和 58年 4月 24日

ｏｆ代
静
て
Ｖ
瑠
げ
≒
デ
．／
杉
く
／

′
ψ
ヽ
、
フ

e

-1-



神 戸市 居 往小 山住 宅 衡 区整 備 組 合 、

者卜市 整 備 公 社 の協 力 を 4与 て調 査 を

行 な って い なす 。
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i はじめに

居住 ・小 山 遺 跡 A地 区

今回の現地説明会は,昭和 58年 1月初

めから発掘調査を実施した居住・小山遺跡

A地区につぃて行います。

B地区については,昭和 57年 11月か

ら発掘調査を開始し,昭和 58年 1月 23

日に現地説明会を行いました。
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2 B地区の概要

Bト レ ン テ 平 面 図

B地区では,ま ったく予想できなかった

古墳 (6世紀初頭 )が 5基確認されました。

これらの古墳は, 12世紀ごろの開墾によ

って墳丘 (盛土 )が削 り取られてぃました。

そのための発掘調査によって確認されたの

は同濠だけでした。

存在していた 5基のうち, 2基は円墳

(直径約 8■ ), 3基は方墳 (一辺約 7m)

でした。同濠からは,死者へのお祭 りのと

きに使ったと思われる土器が出土しました。

また,古墳の近 くには小児用の土器棺や

木棺直葬墓などの遺構が検出され,同一面

で 12世紀から 14世紀ごろまでの柱穴 ,

土墳,井戸なども発見されました。性格は

不明ですが, 16世紀以降と考えられる土

量が 2条みつかりました。 (東側の土塁は ,

幅 6■ ,現存高 1.6れ ,現存長約 50■ ,

西側のものは,幅 4■ ,現存高 1.0■ ,現

存長約 30m)
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3 A地区の概要

(1)弥生時代

Ａ
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弥生時代の遺構は,住居址や土嫉で トレ

ンチの南半で見つかっています。直径約 7

れの竪穴式住居址からは,サヌカイ ト製の

石 鏃・石錐などの石器を作る際にできる石

くずが多量に出土しました。

また,碧玉製の管玉や,少量ですが貝穀

も出上しています。おそらくここで生活に

必要な石の道具を作っていたと考えられま

す。時期は,殊生時代の中ごろ (第 Ⅱ様式

古段階約 1900年 前 )のものです。

O③

③欝M

③
⑫

③

島

０

イ
洲
ゝ
■

-6-



この竪穴式住居址のすぐゴヒの落ち込みか

らは,石包丁や大型の石包丁が出土してい

ます。無孔の大型石包丁はめずらしく,ま

だ用途がよくわかりませんが,よ く使われ

ており,かなり刃部がすり減っています .

0                10

大 型 石 包 丁
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12)鎌倉時代 鎌倉時代後半 (13世紀後半ごろ )の掘

立柱建物址が 4軒見つかりました。

Aト レ ンチ平 面 図
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SB01

SB02

4間 × 3間あるいは, 4間 × 4間の東西

向きの建物址です.規模は,東西 7.3■ 又

は 9.5■ ,南北 7.2■ です。柱穴は深 く,

約 50卿位あります。そして柱掘 り方の内

には,石や土器あるいは瓦等を入れて根固

めをしています。

2間 × 3間の東西向きの建物址です。規

模は,東西 6.8■ ,南北約 4.3mです。柱

の太さは, SB01よ りもやや小さく直径

10～ 1 5Cmです。北東I14の柱穴には,地

鎮に使ったものではないかと考えられる小

皿が出土しています。

2間× 3間の南北向きの建物址です。規

模は,東西 4■ ,南北 8.4mです.柱は細

く約 1 0Cmですが,掘 り方にはしっかりと

こぶし大の石を入れて根固めをしていまし

た。

3間 ×3間の東西向きの建物址です。規

模は,東南 6.5m,南北 6.Omです.柱の

太さは,SB02と 同じ位です。

土地を区画する意味の溝と考えられます。

深さは約 3 0Cmぐ らいで東に向って低 くな

っています .

0        2

SB03

SB04

SDol
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SD01か ら北にあるSB01～ 03が

一軒の「 家」と考えられます。おそらくS

B01が瓦葺きの母屋で 02, 03が納屋

のような建物だったと推定できます。
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墓 ST01～ ST05の 5基が見つかりま

した。建物と同時期あるいは若千後につぐ

られたものと考えられ.ま す。墓め内から11,

小mや古銭 (景徳元ます囲Bえ≧などうが

出上しています。.
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ま と め B地区の調査によって明らかになったこ

とは,明石ナ||や岡辺の平野を見降す台地の

縁辺部 (標高約 36■ )に弥生時代中期

(約 1900年 前 )のムラをつくってぃた

こと,今回発見された住居址は,自分たち

の使う石器を作っていた場所であったこと,

そして鎌倉時代後半 (約 700年前 )にな

ると「庄屋クラス」の屋敷が造られたこと

などがわかりました。
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軒 丸 瓦

軒 平 瓦
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明石平上野 の主要遺跡
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新方遺跡

吉 田商遺跡

池上 回ノ池遺 跡

今 津鎌 田遺 跡

居住遺 跡

田中遺跡

池上 北遺跡

青谷遺跡

北 別府 遺跡

南別府遺跡
焔帝 キ 市山世跡
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大 歳 山遺 跡
出合遺跡

西 神 S2地 点
王 塚古墳
天王 山古 墳群

獅腺 も颯
中村古墳群
印路古猿群
舞子 古墳群
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頭高山遺―跡現地説明会資料

昭和 58年 7月 24日

神 戸市 教 育委 員 会
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調 査 につ い て 、神 戸市 文 化 財専 門委 員 野 路桁 左 、小 林 行 雄

壇 上 重 光 の三 先 生 の御 指 導 を得 な した 。 また 、神 戸市 開 発 局 の

協 力 を得 な した 。
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1 はじめに 頭高山遺跡は,昭和 53年度に研究学園

都市建設予定地内の遺跡確認調査によって

発見された遺跡です。昭和のはじめに磨製

石剣の出土地として「頭高山」の地名が記

録されています.現在この遺物がどこにあ

るのかは不明ですし,詳しい出土場所につ

いても明らかではありません。しかし,当

遺跡から出土したものであったことは,今

回の調査ではぼまちがいないものと思われ

ます。

図 1頭 高 山遺 跡 位 置 図



昭和 55.56年 度に試掘調査を実

施したところ・頭高山の頂部とそこから派

生する尾根のほぼ全体に遺構が存在してお

り,弥生時代中期 (約 1800年 前 )の集

落址であることが確認されました。遺跡は

標高 90～ 115■ の間に存在しており,

比高にして約 40～ 65■ の尾根上及び斜

面に遺構を形成しています。いわゆる高地

性集落跡とよばれるものです。

今回の調査は,頭高山遺跡の南東部で ,
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2 周辺の環境と遺跡

頂部から南へ派生する尾根について行いま

した。平野部から見れば頭高山遺跡のなか

で 最も奥に位置する尾根にあたります。

頭高山遺跡は,胡石刑ゐ支流である伊川左

岸の中流裁だ位置し,伊 ナllに よぅて形成 さ

れた平野部に臨んだ標高 117■ を頂部とす

る洪積丘陵上にあります。ここからは,南西

に明石川とその支流の伊川,炉谷川などによ

って形成された明石平野や,速くには瀬戸内

海が望めます。

これらの河川の流域や明石平野には数多く

の遺跡が存在しています。約 2万年前の後期

旧石器時代まで遡る遺物が点々と発見されて

いますが,まだ生活の痕を示す遺跡は見つか

っていません。伊川流域では,池上回ノ池遺

跡や大門遺跡でナイフ型石器とよばれる石器

が採集されています。

縄文時代に入ると周辺にもいくつかの遺跡

が発見されています。垂水区の大歳山遺跡

(前期末 )・ 舞子浜遺跡 (中期 ),西区では,

元住吉山遺跡で後期後半の土器が炉址と共に

発見されています。伊川流域では,南別府遺

一-3-一

√ ＼

韓
図 3石製 ナイフ 金棒池出土
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図 5
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吉 田遺 跡 出土 土 器

跡で後期の土器が採集されています。

弥生時代になると,遺跡数も増大し明石

平野とその流域の各地に出現してきます。

稲作の始まりとされる前期の遺跡として・

吉田 。新方・片山,今津,居住,西戸田 ,

常本遺跡があり,なかでも,吉田遺跡は近

畿地方で最も古い時期の遺跡のひとつに数

えられています。このことは,早 くから明

石平野で稲作を主とする農耕が開始された

ことを物語っています。中期になると,平

野部だけでなく丘陵上にも集落が出現し,

遺跡数も増加してきます。丘陵上の集落は

中期後半に,明石川,挿谷川・ 伊川の中流

域に現われ,頭高山遺跡のほか,青谷遺跡 ,

西神 59地点遺跡などが知られています .

また,伊川流域のこの時期の遺跡として ,

平野部にある池上北遺跡,北別府遺跡a南

別府遺跡があり3台地上に池上回ノ池遺跡

が存在しています。このことは,伊川流域

に弥生時代人が定住し,集落拡大と農地開

-5‐
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小 寺 遺跡 出土須 恵 器丞 蓋赤 身

小寺遺跡 出土須恵器長取壺

小寺遺跡 出土緑約陶器

。         lpcm

図 6 小 寺 遺 跡 出土 土 器

拓の進展を物語るものです。後期の遺跡とし

ては,吉田南遺跡・高津橋岡遺跡が代表的な

ものです。

この発展をうけて古墳時代に入るとD伊川

右岸の丘陵上に天王山 4号墳 (40中頃・方

形墳 )が築かれ,つ いで前方後旦墳の瓢塚古墳

が造られるようになります。この時期の集落

址は吉田南遺跡や池上回ノ池遺跡があります。

6世紀代になると古墳の築造が増加し,「群

集墳」が形成されます。明石川流域では,西

神ニュータウン内や平野町印路・ 中村などの

古墳群があり,伊川流域でも天王山古墳群 ,

鬼神山古墳群,柿谷古墳群があります。頭高

山遺跡の所在する伊川谷町小寺でも最近の調

査により5～ 7世紀にかけての遺物が出土し,

集落址が存在するものと考えられます。

歴史時代になると明石平野各所に遺跡がみ

られます。奈良・平安時代の郡衛と考えられ

る吉田南遺跡がその代表です。小寺遺跡にお

いても平安時代の遺構が検出され,遺物から

9世紀後半から 19世紀にかけてのものとわ

―…6-一

〔壬:

llu
∠ __

症 三
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3 調査の概要

かり声した。

今回の発掘調査は昭和 57年 11月 15

日より,約 7,000″を対象に実施してい

ます。

調査の結果・遺構は尾根上平坦面・西・

南,東の各斜面から検出されました。検出

された遺構は,弥生時代中期の堅穴住居址

16棟・地山切込み遺構 6か所B土器権墓

2基のほか土境 16か所〕ピット12か所

です。

図 7 遺 構 全 体 図

0      20m
L  .  1
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A遺 構
a)堅 穴住居既

(SB01-16)

西斜面 1号住居址

図 8  1号 住居遊

出土した遺物は多量の弥生土器のほ

か,磨製石剣・ 石鏃1石斧などの石器類が

あります。

住居址は斜面上半部の等高練に沿ぅて地

山の一部を掘り込み,その上を斜面下方に

盛土し,平坦面をつ くって建築したものと

思われます。住居址の残存部はこの地山を

掘り込んだ部分だけのものがほとんどで ,

下半部は流失し,一部の住居址で盛土と思

われる状況が観察されただけです。

と号住居址はB長径 6.2■ ,残存短径 3.8

■ (推定 5■ )の規模で構円形を呈していま

す。周溝は南北辺に分かれて設けられ・ 幅約

25Cれ,深さ 5 Cmの U字状のもので,炭化物

を含む土が堆積していました。検出した柱穴

から 4本柱であったと推定されます。

⑨  釣

-24-
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2号住居址

4号住居址

2号住居址は,残存状態が悪く規模などに

ついてはわかりませんが・ 床面中央付近に炭

の入った焼けた穴があり炉址と思われます。

4号住居址は長径 8.3 ma残存短径 3.5m

(推定 6,5■ )で 6本柱 と推定されます。中

央の土族から上方の周溝に向って溝がのび〕

周溝と一体になっています。中央の上墳とこ

の溝からは,かなり多量の炭化物が混った土

が堆積していました。斜面上方の壁に杭状の

くばみが検出され,何かの建築部材の痕跡で

はないかと思われます。また,周溝が南側で

二重になっていることや柱穴の配置から拡張

が行われたと推定しています。

図 9 4号 住 居 址
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5号住居址 5号住居址は,残在長 8.5■ D幅 2.6■ で

柱穴が 4本直列に検出されました。このこ

とから,長楕円形若しくは長方形の住居で

あったと思われます。

?.``.:・ .・ `i,1.111`.・↑
IB

東斜面 15号住居址 15号住居址は,径 7.5■ ではぼ円形に

近いと推定されます。中央に炉跡と思われ

る土族,があり,その埋土は炭化物の堆積が

みられました。柱穴から6本柱の構造であ

ったと思われます。また,斜面上方には,

幅約 3 0Cmの平週面を削り出した段状の部

分があり〕この住居址の構造と何らかの関

係があったと思われます。この 15号住居

址の南に,住居址に続くかたちで 5号地山

切込み遺構がありっ住居址に付帯する施設

と考えられます。

-1 0-

5号 住 居 址
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15号 往 居 址

16号 住 居 址 16号住居址は,今回調査した住居址の

うち唯一尾根上に存在するものです。尾根

の傾斜が変換し,やや平週になる所にあり,

その上方は 6号地山切込み遺構と接してい

ます。流失が著しく全体の規模を知ること

は困郊ですが,径 6.5■ のほぼ円形と推定

できます。

“
"11… …
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b) 地山切込み遺構

(SX01ハツ06)

c)土 器棺墓

(ST01-02)

1号 土 器 棺に描 か れ た

原 始 絵 画

住居址とほぼ同様の形状で検出され,等高

線に沿って斜面をL字状断面に掘り込んだ遺

構です。これらのつ くり出された平坦面から

は,柱穴が検出されなかったり・ 長さ 10■

以上も掘り込んだものがあり,住居址とは認

め難いものを地山切込み遺構としました。 2

号の遺構は 11号住居址と共有し, 5号の遺

構は 15号住居址の付帯施設と思われます。

4号地山切込み遺構は,幅 1～ 1.5■ ,長さ

13.5mで B斜面上方に向かって幅約 2記 の

溝状の掘込みが延び・底面は階段状を呈して

います。

小児用と考えられる土器棺墓が 2基, 16

号住居址から南へ下る斜面で検出されました。

1号土器棺と 2号土器棺は,直行する形で置

かれていました。どちらも,長さ約 l ma幅

0.6■ の不整円形の墓墳に,壷を横にねかせ

た状態に埋められていました。壷の回縁付近

には蓋につかわれた土器が重なり合うような

状態で検出されました。区」12

-28-
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図 13 土 器 糖 墓 平 面 図・ 断 面 図

d)土 城〕ピット

B遺 物

検出された土墳やピットの多くは尾根上

平週面にあります。 11号土墳を除き,ほ

とんどが炭化物や焼土がみられました。

多量の弥生土器と石器類が出土していま

す。弥生土器は,弥生時代中期後半のもの

で・ 壷・甕・高野・器台や台付のものがあ

ります。
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図 14 包 含 層 出 土 遺 物
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石器類には,磨製石剣〕石1欽 (う ち磨製

11点 ).石斧,砥石,石錘などがあります。

磨製石剣のうち 1.点は,残存長 15.5C■ ,

幅 3.2卸で,基部付近に孔を2つあけてい

るものです。他に破片が 3点出土していま

す。
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図 17 磨製石剣
―-17-一

-33-



図 18 池上 回ノ池遺跡 出土

磨製石剣
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神戸市内での磨製石剣の出土は.こ れ

まで養田中の池遺跡 (西区 )・ 伯母野山遺

跡 (灘区 ),鏑射山 (北区 ),垂水区出土

といわれるものD青谷遺跡 (西区 ),池上

回ノ池遺跡 (西区 )があり,前 4者は銅剣

型石剣とよばれるものです。頭高山遺跡と

同形のものは,梅谷遺跡 (神崎郡夢前町 )

や福丼県高浜町小和田出土例などいくつか知

られています。

生 十
一

す す 十
一 ― 一 ―

平

'C甲
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4 まとめ 頭高山遺跡は,弥生時代中期後半の集落址

で比高 40～ 65mの斜面と尾根■に営まれ

ています。このように,展望のよい山頂・山

腹や斜面の急な高い洪積台地上に住居を営み ,

水田経営や日常の居住に不便な地形のところ

に立地する集落を高地性集落とよんでいます。

このような集落は,軍事的防衛の性格をもつ

集落であるとの考えが一般です。ムラからク

ニヘ移 りかれる時代の緊張の現われととらえ

られます。同時期に周辺でも平地の集落が存

在することから,今後両者の関係を明らかに

していかなければなりません。今回,弥生時

代の遺跡として伊川の最奥に位置する頭高山

遺跡の一部を調奎し集落の存在が明らかにな

ったことは,伊川流域及び明石平野の歴史を

考えるうえで重要です。

-36-
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図 21 遺 構 全 体 図
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神 楽 町 遺 跡 現 地 説 明会 資料

昭 和 58年 10月 9日

神 戸市 教 育委 員会
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神楽 町遺 跡 の調 査 につ い て は 、神 戸市 民 生 局 、神 戸

市 立 神 楽 保 育 所 の ご協 力 を得 ま した 。
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1 はじめに 神楽町遺跡は,昭和 54年に神戸市高速鉄

道 (地下鉄 )建設工事に先立って行った遺跡

確認調査で発見された遺跡です。この地下鉄

建設工事に伴う発掘調査では,弥生時代後期

の溝 1条・平安時代中期の溝 1条・古墳時代

後期と平安時代中期の上壊・ピットが多数見

つかりました。また,平安時代の溝からは ,

須恵器 。土師器・黒角十器のほか,緑釉陶器・

灰釉陶器などの施釉陶器が出土し,これら土

器の中に数点「東福」の墨書のあるものがあ

りました。

郡
‐

獲
所

1神 楽 町 遺 跡

2松 野 遺 跡

ハじ

海
的
公
側 神 楽 町 遺 跡 の 位 置    1:50000

-1-
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2 位置と歴史的環境

今回の発掘調査は,神戸市立神楽保育所の

改築工事に先立って約 400″を対象に昭和

58年 8月 22日 より実施しています。前述

の地下鉄建設工事に伴う調査地の北側隣地に

あたります。

調 査 地 の 位 置 2500

神楽町造跡は,神戸市長田区神楽町 2丁目

にあり,新湊川 (苅藻川 )の下流西岸に位置

しています。このあたりは,苅藻川・妙法寺

川によって形成された扇状地で,調査地は標

高約 4■ (遺構面 )の低地に立地しています。

-2-

臣墓囲 今回 調査 地  貶2Z昭 和 58年 度 調査 地
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旧石器時代

盛

ナイフ形石器

サヌカイ ト製
全長  5.6 Cm

縄文時代

れ
土 の土 器

弥生時代

五 番 町 遺 跡 出

神楽町造跡周辺は,はやくから市街地化さ

れ遺跡の存在については,最近まで空白の地

域でした。ここ数年,地下鉄建設や再開発な

どの工事に伴い,造跡の発見が相つぎD発掘

調査が行われるようになりました。その結果 D

市衡地の地下にも造跡が残されていることが

わかってきました。

神楽町遺跡周辺で人が住みはじめたのは・

今から約 2万年前の後期旧石器時代まで邁る

と思われます。会下山遺跡で.丘陵上からナ

イフ型石器とよばれる石器が採集されていま

す。しかし,まだ生活の痕を示す遺跡は見つ

かっていません。

縄文時代に入ると周辺にもいくつかの追跡

が発見されています。須磨区の翔 Ii遺跡 (早

期 ),長田区では名倉遺跡 (中期 ),五番町

遺跡 (晩期 )な どがあります。

弥生時代になると,遺跡も増し,中小河川

沿いに集落が出現してきます。稲作の始まり

とされる前期の遺跡として,楠・荒田町造跡

(兵庫区・中央区 )があり,松野遺跡 (長田

区 )でも前期の木葉文のある土器が出土して

います。

-3-
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周 辺 遺 跡 の 分 布
1 神楽町遺跡

2 得能山古填

3 念仏山古墳

4 会下山二本松古墳

5 夢野丸山古墳

6 松野道跡

7 雀塚

8 林山町古窯址

9 室内遺跡

10 長田神社南遷跡

11 五番町遺跡

12 長田神社置跡

13 名倉町遺跡

14 熊野週跡

15 河原遁跡

16 東山遺跡

ζ於 ン

胤

【、ィサ

“

κ fミ了ケ七ぺ蝉うち拶 ふ

1翼♂
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古墳時代

中期になると,丘陵や段丘上にも集落が出

現します。兵庫区の東山遺跡・河原遺跡・熊

野遺跡・会下山一本松遺跡などがあります。

後期の遺跡としては,長田神社境内遺跡・

長田神社南遺跡・松野遺跡・神楽町遺跡など

が知られD苅藻川の中・下流域の沖積地に点

在するようになります。

古墳時代になると,得能山古墳,会下山二

本松古墳,夢野丸山古墳などが築かれます。

これらの吉墳は円墳で,古墳時代前期末から

中期初頭のものと考えられています .

中期になると,苅藻川の右岸に前方後円墳

と推定される念仏山古墳が出現します。

後期では・ 観音山や西尻池付近に古墳が造

られました。しかし,これら古墳は,今日で

は失われ。その姿を見ることはできません .

この時代の生活址は,まだ多くは知られて

おらずD古墳時代後期の神楽町遺跡と松野遺

跡などが知られているにすぎません。松野遺

跡は,溝を伴う柵列で囲まれた中に掘立柱建

物 7棟がならびっ豪族の屋敷跡ではないかと

推定されています。

-5-
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松 野 遺 跡 平 面 図

松 野 遺 跡 出 上 の須 恵 器 。土 師 器
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奈良・ 平安時代

房 王 寺 出 土 の 瓦

3 調査の概要

溝 2

(SD02)

1号住居址

(SB01)
2号住居址

(SB02)

3号住居址

(SB03)

奈良時代,平安時代ではB神楽町遺跡でこ

の時代の遺物が出土し,平安時代の遺構が検

出されています。

また,室内小学校付近では,瓦が出土して

おり,寺院,あるいは官衛が存在したのでは

ないかと考えられています。

今回の調査で発見された遺構は,弥生時代

の溝 1条,古墳時代後期の竪穴住居址 5棟 D

溝 2条D土 ,墳 9か所,ビ ットが多く発見され

ました。また,平安時代の溝 1条かピット多

数が検出されました。

溝 2は D幅 4“ ,深さ 0。 9π で・埋上の堆

積状況から自然流路と考えられます。この溝

内より,殊生時代中期後半から後期にかけて

の土器が出土しました。

1号住居址と2号住居址は,その規模を知

ることができませんが,方形のものと思われD

2号住居址の壁面にそってはっ柱跡と思われ

るピットが検出されました。

3号住居址は,一辺 4.2η の方形と推定さ

れ,周壁溝をもちます。溝 1や ピットとこよっ

て切られています。

-7-
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4号住居址
(SB04)

5号住居址

(SB05)

土 墳il

(SK01)

遺 構 平 面 図

4号住居址は, 4.8η × 7■ の長方形を塁

しています。同壁溝は南側で方形に周り,も

とは方形の住居址を北側に拡張したものと考

えています。

5号住居址は,一辺 4■ の方形と推定され

ます。同壁溝は検出されず,設けていないと

思われます。

これら1号～ 5号の竪穴住居址は,いずれ

も古墳時代後期 (5世紀未～ 6世紀初頭 )の

ものです。

土筑iはっ径 1.3mのほぼ円形で・ 深さ

0.6■ のすり鉢状を呈しています。埋土より,

-8-
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士装 2

(SK02

溝 4

(SD04

須恵器・土師器のほか,製塩十器.獣歯が出

土しました。

土:壊 2はっ幅約 2.5■ 長さ 3れ の長方形の

土壌で北側辺の中央付近に炭と焼土が検出さ

れました。土墳内より須恵器の第|・ 郷蓋・土

師器秦などの上器のほかD獣骨に 10数条の

線刻をしたものが出土しています。

土族 1・ 2と も古墳時代後期 (5世紀未～

6世紀初頭 )のものです。

溝 4は ,幅 4m以上,深さ 0.8■ で調査地

の南端で検出されました。溝内から出土した

迪物は,須恵器 。土師器・黒色土器 。緑釉陶

器で古墳時代後期から平安時代のものです。

このほか。住居址状の落込み 1か所,土墳 ,

ピットが多数検出されましたがD性格につい

ては不明です。ピットのうち柱穴と思われる

ものが数か所ありますがD建物址としての確

認は今後の整理・検討を要します。これらの

ビットの時期は,出土遺物のほとんどが綱片

のため不詳ですが,古墳時代後期 (5世紀未

～ 7世紀 )のものと,平安時代 (10世紀～

と1世紀 )のものがあるようです。

-0- -49-
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包 含 層 出土 須 忘 器

SB05出 土 須 恵 器

SD02出 土弥生土器

-11-

ピ ッ ト49出 土 土 師 器

SD04出 土 土 師 器

ピ ッ ト13出 土 土 師 器

SB04出 土 須 恵 器・ 土 師 器

S=1/4
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4 まとめ 神楽町遺跡の調査は,前回 (昭和 56年度

地下鉄建設に伴う)の調査と合わせてもっわ

ずか 50■ 四方あまりの範囲内のものですが・

この地戯は殊生時代から平安時代に至る原始・

古代の人々が生活を営んでいたことが明らか

になってきました。

今回・竪穴住居址がまとまって検出されたこ

とによりっ吉墳時代後期の集落の存在が確認

されました。神楽町追跡から西方約 1腑こあ

る松野遺跡は,同時代の豪族の屋敷跡と推定

される遺構が見つかっており。この神楽町遺

跡の集落との結びつきが考えられます。この

付近一帯が当時の「 村」を形成していたと推

察されます。

また,弥生時代についても,溝は自然流路

と考えられますが,出土する遺物の量が多い

ことから,この付近に集落が存在していたこ

とは確実です。

前回調査の際・平安時代の溝より施釉陶器

や墨書土器などの特殊な遺物が出土したこと

から,調査当初,この時代の建物址等の発見

に期待がかけられていましたが・ 溝・
ピット

以外明確な遺構の検出は見られませんでした。

-12--52-



遺跡については,出土遺物から,寺院や官衛

などの存在が十分考えられますが,今後の周

辺の調査を待たなければなりません。

灰粕1陶器

o                   可Som

6年度 調 査 出 土 の 施釉陶器

市衡地では,遺跡の様相やその存在すら明

らかでないのが現状です。しかし,こ うした

なかでここ数年来ぅ市街地での新たな遺跡の

発見B調査が行われるようになりました。今

回の調査からも,この付近では原始から古代

にわたり違綿と人々の生活のあとが残されて

いることがわかりました。今も周辺では地下

に遺跡が眠っていることでしよう。

緑粕I陶器

F暇 赤R5

一
-1 3-―
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郡 家 遺 跡

昭和 58年 度 第 字次調 査 現 地 説 明会 資料

昭和 ,7年 2月 //日

神 戸 市 教 育 委 員 会
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位置及び立地

群家遺跡は神戸市東灘区御影町を中心に,東は住吉川,西は石屋川 ,

ゴヒは阪急電車神戸線,南は国道 2号練までは拡がるであろうと考えられ

る遺跡です。今回の調査対象となった地点は束灘区御影町御 影字城の前

閥

調 査 地 の 位 置  1:2500
-57

に所在しており,天神ナ||に よって形成された扇状地上に立地しています。



周辺 の 遺 跡

灘・束灘区周辺で古墳以外の選跡はあまり多 く矢Πられていませんでし

たが,最近の発掘調査件数の増加によって徐々に明らかになりはじめて

います。

く旧石器時代・縄文時代 〉 旧石器時代では灘区滝 ノ奥遺跡 (昭和 56年

度調査 )で有蒸尖頭器が発見されています。また灘区篠原遺跡では,縄

文時代晩期から平安時代の遺物が発見され戦前に報告されて い な す 。

昭和 58年 に調査された地点からは縄文時代晩期の遮光器土偶をはじめ ,

東日本的 な様相をもつ土器や石棒などが出土し,文化の交流が行われていた

ので はないかと注日されました。

その他近接する声屋市内では,朝日ケ丘遺跡 (旧石器時代 ),日 1声屋

遺跡 (縄文時代前期 )な どが知られています。

滝

有茎尖頭器

/奥遺跡 出土
遮光器土偶

青森 亀岡遺跡出土

s(二 っ  :  `f T  ,  十日と,ぇ

- 58 -
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く弥生時代 〉 弥生時代になると,こ の周辺でかなり多くの遺跡が知られ

ています。六甲山南鉛の数多くの扇状地及びその末端から沖積地にかけ

て,灘区篠原遺跡 (今年度調査 ),東灘区郡家遺跡・深江遺跡,本山中

町遺跡 (今年度調査 ),森北町遺跡 (昭和 57年度調査 )な どが知られ ,

特に本山中町遺跡では自然河道から大量の弥 生 土器 等が出土していま

す .

一方,六甲山系山腹や尾根上には,灘区伯母野山遺跡,桜ケ丘遺跡 B

地点 (昭和 53年度調査 ),束灘区金鳥山遺跡 ,声屋市会下山遺跡など,

中期の高地性集落が点在しています。

また,鋼鐸 14回 ,鋼支 7本が出土した桜ケ丘遺跡をはじめ,渦ケ森 ,

保久良神社 ,神戸女子薬大構内,森北町からも鋼鐸や鋼支が出土してい

ます。

0′ 支,T5Cπ

第23図   犯形土器 O   J   ′υ

'77L

第25図   高杯、台付lRl頸「

“

、■

3

第22図   i“ 杯形土件

灘区伯母野山遺跡

出土 :の 弥 生 土器

「 伯母野山弥生遺跡」 よう
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く古墳時代〉 同辺でよく知られている古墳には,史跡処女塚古墳 (昭和

54, 56, 57年度調査 ),東求女塚古墳 (昭和 57年度調査 ),西

求女塚古墳,坊ケ塚古墳,ヘ ボソ塚古墳,芦屋市親王塚古墳などの大型

墳が知られています.処女塚古墳は発掘調査の結果,従来前方後円墳と

考えられていたのが,実は前方後方墳であると判明しました。また完全

に消滅したと思われていた東求女塚古墳では,地中に墳丘基部と葺石 ,

同涅が残存していることがわかっています。

4

ヘポソ塚
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く歴史時代 〉 歴史時代以降の強跡では,灘区滝ノ奥遺跡があげられます。

平安時十亀中期 (10世紀後半 )か ら働に倉時代 (13世紀前半 )にかけて

の遺跡で,経塚,掘立柱建物址・火葬墓址等が検出されました。特に

12世紀中頃に造営されたと思われる経塚からは和銃 11面・ 中国製背

白磁・白磁合子 6点など大量の埋納品が出土しました。

I

i: : I J子 H

滝 ノ奥 遺 跡 検 出遺 構・ 遺 物

I I I I I : 1 1 1 1 1'中

■

・∫“吐
「
浮

6

0              10cM



郡家遺跡内における発掘調査

(1)大蔵地区 一 郡華幼稚園の南側の地点で,昭和54年度に発掘調

査を実施しました。その結果・

① 中性と考えられる暗渠や落込みなど

② 奈良時代から平安時代の掘立柱建物址など

③ 弥生時代中期後半から後期にかけての遺構

が検出されました。

郡 家遺 跡 大 蔵 地 区検 出遺 構・ 遺 物

Ｖ
Ｉ

6

:イ

'
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(2)御影中町 4丁目1番 一 束灘警察署の西隣の地点で昭和56年度

に発掘調査を実施した結果,

① 鎌倉時代の水田址と柱穴・溝

② 奈良時代から平安時代の柱穴群

③ 古墳時代後期 (6世紀後半 )の柱穴群と祭蒲陽童構

④ 古墳時代後期 (5世紀後半 )の土墳

が検出されました。第 2面は,大蔵地区と同様に柱穴群が検出され,

出土遺物中に緑釉陶器片の出土もみられることから延喜式(9,7年

完成 )に記載されている「尭原郡」の郡衛跡ではないかと推宇してい

ます。

OO o o cxl cD O cIJロ  ロ

0口 CDtt Q D OD cD D 5

I

斡 16

!

9        ,CM 遺悌全体国 に畳は奈良時代、他fi古墳時代 )

ア

?          _F‖
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設
け

(3)天神川獣修に伴う城の前・篠ケ坪地区 ― 今回の調査地点の南で

前年度発掘調査が実施されました。その多くは自然河道でしたが,鎌

倉時代 (土
!墳

)古墳時代後期・弥生時代後期末 (方形周満状遺構 )の

遺構 。遺物が発見されました。

π
河 道 θ

,天 和
jii河 川改拶工れに伴 う発掘硝査 |

Jnl tt平 而図

I学
い

o                  20Cm

!天 ⅢⅢ川河川改1多 工司手に伴う発掘削査 出上遺物

河 道 /
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調 査 概 要

今回の発掘調査対象面積は約 750″ですが,そのうちの約 2割が最

近の攪乱を受けています。

検出された遺構はその時期によって 4面に分けられます。

① 鎌倉時代中期 (12世紀後半～ 13世紀前半 )

。掘立柱建物址 1(SB-01)攪 詭のため明確な規模は不明

ですが・束西方向 2間と考えられます。

・井戸 (SE-01)一 辺 1■ の方形プランをもっており,

深さは 1.3■ です。底は径 30∽程の円形をしており,径

15～ 30∽大の円礫を積み上げています。

平安時代後期 (11世紀前半 )

。掘立柱建物址 1(SB-02)調 査区内で検出された規模

は 4間 (8.8m)x4間 (8.5■ )で総柱の建物が,まだ西

側にも延びる可能性があります。柱穴の掘方は径約 40～

50C■ ,柱穴は径約 2 0Cmで す。

古墳時代後期 (5世紀後半 )

・竪穴住居址 4(SB-03～ 06)

SB-03 調査区中央南部分から検出されました。

東西 5.6■ 南北 4.7■ の方形住居址です。そのほぼ中央で滑

石製紡錘車が出土しています。

SB-04 調査区南束端から検出されました。東西方向

は調査対象地区外のため規模は不明ですが,南北 6.5■ の方

②

③

-66-
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形住居址であっただろうと思われます。また,この住居址か

ら滑石の原石が出土していますが,未製品や製作中にできる

チップ(打球よ片 )な どは発見されませんので,玉類の工房址

とは考えられません。    ′

SB-05 SB-03に 切られた住居址ですが,攪乱の

ため束西方向が 4.0■ であること以外はわかりませんでした。

SB一 o6 調査区中央北側で検出されましたが,攪乱の

ため,明確な規模がつかめません。

④ 弥生時代後期 (弥生土器V様式 )

。円形周溝状遺構 2

・SX-01 外径南北 7.lm。 東西 6。 7■ ,幅約 0,6～

0.9■ で不連続円形周溝をもつ遺構です。周溝は深いとこ

ろで約 30～ 4 0cmあ り,住居址とは考えにくく・今のと

ころ円形周溝墓になるのではないかと思われます。

・ SX-02 外径 6.5■ ,幅 0。 4～ 0.9■ で SX-01同

様不連続の円形周溝をもつ遺構です。

O土墳1(SK01)調 査区中央で検出されました。束西

5.5■・南北約 3■ の平面形が台形をしています。内部には,

炭化木をはじめ多量の弥生土器が出土しており,土器溜めの

´土蹟と思われます.1

-68- 12
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出 土 遺 物

出土遺物は弥と土器,土師器,須恵器 (中世須恵器も含む )瓦器D滑

石製紡錘車,滑石原石が出土していますが,整理作業はまだ進行中で,

その詳細は後日報告したいと考えています。

出土遺物中注目されるのは,やはり滑石製綱錘車と滑石原石です。郡

家遺跡内において滑石が発見された例として,先にも触れた御影中町地

点です。ここからは滑石製勾玉模造品,日 玉等が祭祀遺構から出土して

います。紡1錘車と勾玉模造品とは石材が類似し,出土した原石と臼玉と

は石材が類似しています。

ま と め

今回の発掘調査によって「 藁原郡衛」を裏付けるような時期の遺構こ

そ検出されませんでしたが,弥生時代から鎌倉時代にかけての遺構が多

く発見されたことは,この地域の歴史を明らかにする資料が提供された

ことになり意義深い調査であったということができます。

特 に 円形 周溝 墓 は 、神 戸市 内 に か い て初 め て確 認 され

た もの です 。

このあたり周辺は弥生時代中期後半から後期にかけて人々が生活を営

なむようになったと考えられますが,古墳時代後期以前に天神川の大は

んらんがあつたようで,弥生時代の生活面の多くが流出しています。

これを裏付けるように,その上には洪水によつて運ばれたと思われる

砂の堆積が見られます。その後は比較的安定した生活喋境が和t持された

様子もわかりました

-70-
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発 掘 調

宅   原   選

査 現 地 説 明

昭和59年 2月 19日

跡

会 資 料

神 戸 市 健 凛 教 育 公 社

神 戸 市 教 育 委 滝 会
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下宅原遺跡発掘調査概要

経 過

長尾町 。道場町は、北神三団地の造成、周辺の土地改良事業により大

きく変容しようとしています。これらの造成工事に伴う発掘調査で、今

日まで知られていなかった遺跡が数多 く発見されるようになってきまし

た。

)
滞 万ふЧtil

下宅原遺跡位置図
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北神三団地の区域内では、昭和54年 12月 から発掘調査を行っています。

これまでに弥生時代の集落址、古墳時代の竪穴式石室、室W丁時代の火葬

址等多 くの選跡を調査してきました。

鴬13骨地点h土客意響
|

|
に旧′

,中|1卦呻中

北神三回地内進跡第13地点

ST 37

北神三団地内連跡第47地点 (火葬墓)
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今回の下宅原遺跡は、北神第 1地区の工事用道路建設と土地改良事業

に伴う造成工事に先だって昭和58年 10月 に三式掘調査を行いました。その

結果、広範な地域に広がる遺跡であることが確認されました。遺跡の人

部分は、盛上のうえ保存されますが、道路部分やパイプラインが埋設さ

れる部分は、記録保存になるため、全面発掘調査を実施することになり

ました。発掘調査は、昭和58年 12月 20日 から道路敷となる部分 (約 1600

∬)について実施しています。

北神発掘調査事務所

ヽ
‖ 、

今回の見学会会場
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周辺の選跡

日本列島に人が住み始めたのは今から10万年前頃です。それ以後 1万

年前頃までの円Iを 旧石器Ⅱ寺代と呼んでいます。その唄の人々が北神地域

に住んでいた痕跡は、まだ知られていません。

次の縄文時代には、淡河町の中山大柚池付近で上器が採集されており、

人々の足跡が感じられますが、まだ詳しいことはわかっていません。

弥生時代も前期の速跡は、知られていませんが、中期になると長足町宅

原の丘険上や二田盆地周辺の丘陵上に大きな集落が現れます。それ以後

人々は、北神地域にも住みつづけ集落や基があちこうで知られています。

古墳時代には、丘陵上やその裾に大きな墓 (古墳)を造るようになり

ます。道場町塩日、生野、日下書卜、長尾町宅原には 6世と紀頃の古墳がた

くさん知られています。中でも道場川原駅の西側丘陵上にある前方後円

墳は、この地域の最も有力な人が葬られたものでしょう。

奈良時代には越場町生野に大きな建物があったらしく、柱跡などが見

つかっています。長尾町内でも土器などが出上 したことは知られていま

すが、また建物跡は、見つかっていません。

平安時代、鎌倉時代には、道場町、長尾町付近でたくさんの選跡が知

られていますが、集落全体の規模などわかるものは、今のところ発見さ

れていません。下宅原遺跡の発掘調査 Iま最初の大規模面積の調査で、そ

の成果が期待されます。

下宅原選跡

弥生時代

古墳時代

奈良時代以後

下宅原遺跡周辺の選跡分布図
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遺跡の概略

下宅原遺跡は、弥生時代、古墳時代、鍼t倉時代の人々が同一地区で生

活を営んだ大複合遺跡です。

この遺跡で人々が生活を始めたのは、弥生時代後期からだと考えられ

ます。今回の調査地区内では、住居趾は確認できませんでしたが、今後

発見される可能性は大きいでし【kう 。 古墳時代は、最も古い時期 (4

世紀前半)から新しい時期 (6世紀後半)ま で人々が生活をしています。

6世紀の前半には台地の裾部をとりまくように幅 3m、 深さlmの溢を

めぐらし、その内側の高い部分に堅穴住居址や掘立柱建物を造っていま

す。

その後の奈良・平安時代のi童1勿 はわずかに出上していますが、明確な

遺44Tlは 確認されていません。

鍼t倉時代の前半 (13世紀)に なると大規模な掘立柱建物群が建てられ

ます。これらはすべて総柱の建物で、一般的には倉庫と考えられますが、

この選跡のものは、おそらく人々が住居として用いたものであろうと思

われます。なお出上遺物の中には当時中国で生産されていた磁器も含ま

れていまJ‐。
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進 構

今回の調査で検出された遺構は、弥生時代末～古墳時代初めの上媛 1

基古墳時代中期前半の竪穴住居址 2棟、古墳時代後期中頃の竪穴住居址

3棟、掘立柱建物近と2棟、潜 1条、鎌倉時代前半の掘立柱建物址 5棟 と

土頻 1基です。

竪穴住居吐 3

竪穴住居1と 4

立柱赳物址 8

竪穴住居訛 5

0            10m
B凧立柱建

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
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柱赳物批と2
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① 3をi生時代末～古墳時代初め (4世紀初め 。約1700年前)の道構

・土坂 1 東西 2,OHJ、 南北 1.5rr上 の桁円形で火と共に壷・密が出

上しました。

② 古墳時代の中期前半 (5世紀前半・約1550年前)の連構

・竪穴住居址 1 東西 51n以上、南北 4.6Fn内 部の壁添いには周壁

溝が巡っています。この住居内から小型丸底壷 7、 二重口緑壷 1、

甕 2な どが出上しています。

・堅穴住居ldi 2 東西 4.Or11、 南北 4.2Frと 、北束の一辺の中央にカ

マ ドをもつものです。普通カマドは粘上で作りますが、これは住

居が件 られる時、この部分だけ掘 り残すようにして作られていま

す 。

竪穴位居I止 2

竪穴住居洵Ll

O
土城 1
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③ 古墳時代後期中唖 (6世紀中葉・約1400年前)の遺構

・竪穴住居址 3 東西 4.Om以上、南北 1.21rl以上。調査区の北端

で検出され、地区外に広がっているため一部しか発掘できていま

せん。

・竪穴住居址 4 東西 7.8m以上、南北 7.7mを〕uる大型の住居址

です。この住居はもと一辺約 6mの ものが、 2回にわたって拡張

された結果、この大きさになったものと思われます。

・竪穴住居址 5 東西 4.4m以上、南北 5。 6m。 北辺の中央と思わ

れる位置に竪穴住居趾 2と 同様の作リカマ ドを持っています。

。この他竪穴住居址の周壁潜と思われるものが竪穴位居趾 1の北西

で検出されていますが、時期は確定できません。 (竪穴住居址 6)

。掘立柱建物趾 1 東西 2間 (3.7111)、 南北 7間 (13.4Fn)の 長

大な建物です。

・掘立柱建物址 2 東西 2 TH4(4.5m)、 南北 3間 (7.7rn)。 掘

立柱建物址 1の北東に重なるように検出されました。掘立柱建物

址 1の後で作られたものです。これら2棟の建物は、束柱が存在

していませんでした。

・溝 1 幅・深さとも0.15mを測り、長さは現在20mま で確認して

いますが、東西にさらに延びるものと思われます。同時期の竪穴

住居址 (竪穴住居址 3～ 5)3棟はこの溝の北側に集中しており、

溝 1が 1時期、集落の南を区切る役目を果たしていたものと考え

られます。

掘立 いヽと物州:1

肌立柱建1勿 llli 2

ー
0        10m

―

堅穴住居止 3

竪穴住居訛 5

竪穴1■居llL A
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④ 鍼t倉時代 (13世紀前半.約 800年前)の追構

・掘立柱建物址 3 東西 3間 (4.8Hl)、 商北 3間 (5.8in)。 西

辺の柱穴や束柱は検出されませんでした。

・掘立柱建物址 4 東西 3間 (6.8■1)、 南北 2間 (5。 2rn)で束

柱をもつものです。

・掘立柱建物址 5 東西 5問 (10.7m)、 南北 5間 (12.7m)の規

模を持ち、今回検出した堀立柱建物では最も大きなものです。こ

れも前者同様総柱の建物です。柱穴には土器や炭の入ったものが

あります。

・掘立柱建物址 6 束西 2間 (4.4m)、 南北 4間 (9.0ェ1)の建

物で、西隣りの掘立柱建物址 7と平行して並んでいます。これも

束柱があります。

抑立柱建物Illi 6

掘立柱建物角と5 抑立柱建物址 4 掘立柱建物IIL 3

土頻 2
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・掘立柱建物址 7 束西 1間 (2.91xl)、 南北 4間 (9,0丁 Xl)

・掘立柱建物址 8 東西 5間 (10.OI11)、 南北 3間 (6.7r11)で、

掘立柱建物址 5に 次ぐ規模を誇ります。

・土城 2 束西 3.Om、 商北 2。 llnの 隅円長方形の土度で、中から

脱石と共に完形の須恵器小皿 2、 同碗2が出上しました。

遺物

古墳時代

4世紀前半の上器が土娠 1か ら出上しています。その中には、山陰

・北陸地方の特徴をもつ甕形上器が入っており、当時これらの地域

と交流のあったことがわかります。

5世紀前半の上器は、竪穴住居址 1.2か ら出上しています。特に

堅穴住居址 1か らは、小型丸底壷と呼ばれているものが 7個 も出土

しているのが特徴的でど
‐
。

6世紀前半から後半にかけての上器は、竪穴住居趾 3～ 5及び溝か

ら出上しています。もっとも多いのは、須恵器の郭でほかに 、寮

等もあります。

山陰 。北陸系の賓

古墳時代前半の上器のセ ット

①が小型丸底壺
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竪穴住居址 4内出土上器

潜中出土土器

鎌倉時代

もっとも多いのは、須志器で碗 :`Jと・鉢・甕等があります。その他

他に土師器・瓦器、磁器があります。磁器は、当時中国で生産され

ていたものが日本に輸入されたもので、白磁碗・青白磁合子等があ

ります。

-11-
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鎌倉時代選物包含層中出土土器

まとめ

下宅原遮跡は、弥生時代後期に始まり、鎌倉時代まで、人々が生活を

営み続けたあとであることがわかりました。これまで知られている北神

地域の道跡の中では、もっとも大規模なものです。以下、今回の調査で

わかった重要なことを時代をおってまとめると

1.竪穴住居址にかまどを有するものが 2棟出上しています。通常か

まどは粘土をかためて形造っていますが、当道跡のかまどの特長

は、住居址の床面を堀り下げ造りだしていることです。又、この

かまどのうちの 1つは5世紀前半に属するもので兵庫県下ではも

っとも吉いものの 1つです。

図-74 かまど構造の模式図

(日 本生活文化真2ょ り)

当遺跡は、台地上に住居地が営まれています。 6世紀前半にはそ

れを囲むように幅 3m、 深さ lmの藩がめぐらされているようで

す。弥生時代には多 くの例が知られていますが、古墳時代のもの

としては、めずらしいものです。また竪穴住居址と、掘立柱建物

の建てられている場所が嵩によって別けられているようです。

周辺には、数多くの吉墳か造営されていますが、これまでその母

体となる集落は、全く不明でした。しかし、今回の発掘調査で確

認された住居址に住んでいた人々が、これらの吉墳を営んだと考

-12-
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えることも出来るようになりました。

4.鎌倉時代の掘立柱建物は、 6棟発見されていますが、 5間 ×5聞

といった大規模なものがあることや、青自磁合子が出上している

こと等から衰農の館跡ではないかと考えられます。

青白磁合子
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